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輪の広がりをみんなの力に

平成２９年（２０１７年）３月２６日 １

新潟青年部部長 池田 誠（冨澤宗典社中）

にじりぐち

発行：茶道裏千家淡交会新潟青年部

講師：鍵冨茂先生
（新潟調理師専門学校）

29年度の新潟青年部会員は84人。このうち、片山宗雪社中のあねさ

ん、あにさんの参加はなんと19人です。「圧倒的だな、わが社中

は！」とほくそ笑んだことは内緒にしておきます。

総会資料の通り、青年部の研修・交流内容は重厚です。加えて、LT

やブロック研修に人材を送り込み、組織として成長を続ける姿は、

かっこいいです。在籍３年目、ようやく青年部が進んでいる方向が

分かってきました。

総会、実はとっても勉強になり

ます。青年部を知るには、総会へ

の参加が近道なのかもしれません。

池田部長をはじめ、執行部のみな

さまの一助となれますよう、より

一層、茶道に精進してまいります。

（おまけ）総会に先立ち開かれた

「和食」講演会、楽しかったです。

〆鯖や若竹煮などの解説に、「生

原酒が合うんだよなぁ！」と生唾

を飲んだことは内緒にしておきま

す。

青年部育成委員会主催によ
る『和食と料理』をテーマに、
新潟調理師専門学校 鍵冨 茂
先生のご講演を拝聴致しまし
た。
和食の意味と歴史の再確認、

それに伴う料理の移り変わり
等、とても分かり易いご講演
で、栄西、道元両禅師様が辛
苦の末に持ち帰って下さった

『和食と料理』のご講演を伺って

鈴木 利恵子（小林宗恒社中）

平成29年度新潟青年部総会・新潟支部育成委員会講演会報告
平成29年2月19日（日） 13：30～16：45 於：新潟市東区プラザ2階 講義室（新潟市東区役所内）

新潟支部より小川宗聰幹事長先生、青年部担当中村宗元先生にご臨席賜り、総会を開催いたしました。また総会前には、育成

委員会主催による新潟調理師専門学校鍵冨茂先生より、『和食と料理』をテーマにご講演いただきました。

写真左より：酒井総括幹事、池田部長

青年部綱領
われわれ茶道を愛好する青年としての自覚に
より淡交会の諸活動に協力し、お茶を通じて良
識ある近代人としての人間形成に努め、同志
的結合によって結ばれた友情と情熱で正しい
地域社会発展のために努めよう。

『これなんで総会』

西川 裕（片山宗雪社中）

仏教の中のお茶も、時代を経て少しずつ形を変

えながら受け継がれており、お茶の「おもてな

し」の中でも大切な懐石は、利休様の昔から現

在まで変わることなく続いております。料理は

どれ一つにも心入れが大切で、最後の流れが終

わるまで気を抜くことはできません。料理を通

して様々な分野で修道を重ねていく中で「誰か

のために心を尽くす」、そのようなことができ

る人になりたいと思いました。 総会にご出席の新入会員 左から：山崎公美子さん、
藤田憲子さん、五十嵐 瑛さん

新潟青年部広報誌

小川宗聰幹事長先生はじめ、

支部の親先生におかれましては、

いつも新潟青年部の活動にご理

解とあたたかいご声援をいただ

き、誠にありがとうございます。

部長という大役をお引き受け

し、改めて、先輩方の偉大さを

実感するとともに、いつもさり

げなく足りない部分をカバー

してくれる今期役員や先輩方の優しさに、恵まれた環境

で部長をさせていただくありがたさを感じています。改

めてお礼申し上げます。いろいろと至らぬ点があるかと

思いますが、会員の皆さんにとって楽しい青年部となる

よう努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

今期の新潟青年部テーマは「一人一人が主人公～楽し

みながらお茶の輪を広げよう～」としました。一支部一

青年部となって三期目。これまでの「交流」「研修」

「上越」に「広報」と「学茶」の二つの委員会を加え、

新たな発信と連携の渦を生み出し、輪を広げる「場」の

提供に取り組んでいきます。

新潟青年部には、素敵な個性を持ったたくさんの会員

が在籍しています。仕事や家庭で忙しいなか、行事に参

加することは簡単ではありませんが、自分のペースで、

ちょっぴり背伸びをしたり、少し前のめりになって参加し、

それが触れ合うことで、皆さん自身の輪や世界が広がり、そ

れが青年部に広がってくれたら、こんなに嬉しいことはない

と思っています。楽しいことだけではないかもしれませんが、

青年部には、参加することで見つかる新しい世界があるはず

です。皆さんの積極的な参加をお願いいたします。

新潟青年部50周年行事をきっかけに、会員からの声により、

今号から新潟支部青年部時代の誌名をいただき、「にじりぐ

ち」としました。時間のない中で編集を担当していただいた

広報委員会や、

寄稿いただい

た皆さんの熱

意で、字が若

干小さくなっ

ています。そ

うした思いも

含め、新潟青

年部を取り巻

く皆様には今

後とも、青年

部へのご理解とご支援、ご参加をよろしくお願い申し上げま

す。
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副幹事

畔上陽子 玄番葉子

眞水麻佳

平成29・30年新潟青年部役員
（※カッコ内は担当）

監事

中村宗元先生

小林一彦

上越委員会 委員長 小坂恵美（有澤宗香社中）

研修委員会 委員長 大山千晶（片山宗雪社中）交流委員会 委員長 磯部寛子（渡邉宗京社中）

広報委員会では、年4回程度の機関誌発行を予定してお

ります。各委員会行事報告や行事案内など、会員の皆様

が楽しみにしてくださるような機関誌を作成できるよう、

がんばっていきたいと思います。

学校茶道と青年部がより身近に感じるよう、お互いの

行事に参加したり一緒に行事を計画して活動していれば

と考えています。そして、ゆくゆくは青年部会員への参

加に繋がればと思っています。

ども茶道教室を予定して

います。

行事を通して、みなさ

んがまた参加したいなと

思っていただけるような

委員会を、楽しみながら

ご一緒につくりあげてい

きたいと思っています。

上越委員会は、上越地域で活動し、地域ならではの行事を

企画・主催して参ります。同じ県内とはいえ、知られていな

い季節行事や歴史的施設、食べ物・飲み物などがたくさんあ

りますので、それらを絡めた茶会や体験イベントに他地区の

皆さまにもご参加いただき、
一緒に楽しみたいと思います
。また、茶道人口の増加に貢
献できることも、企画して行
きたいと思います。
ぜひ、上越へも、お出かけ

くださいませ！

委員会
紹介 新潟青年部では５委員会に分かれ、各自活動を行っています。会員は所属委員会の行事

だけでなく、すべての行事に参加することができますが、青年部に関する連絡は各自所属

委員会より届きます。（※写真は、昨年度の各委員会活動の様子です）

今期の研修委員会では、「みんなが楽しめる活動を」

をモットーに研修を企画していきたいと思っています。

今年の上半期には、『茶葉講習・きき茶体験』を計画し

ています。この機会に、普段なかなかできないお茶の飲

み比べをして、自分の好みのお茶を見つけてみません

か？また、交流委員会と

の合同行事として、研修

旅行を検討しています。

「普段のお稽古では経験

できないこと」また「仲

間と一緒だからできるこ

と」を研修委員会行事で

一緒に楽しみましょう。

学校茶道委員会
委員長 高橋恭子（山家宗禮社中）

広報委員会 委員長 曽我み歩（佐伯宗由社中）

お茶を通した地域との交流や、青年部内の交流を深めるた

めの行事を行う委員会です。私自身、交流委員会の行事に参

加する度、みなさんと仲良くなり、お茶の新しい楽しさを発

見してきました。今年は留学生とのお茶を通した交流や、こ

部長

池田 誠

副部長

佐藤温美

（上越）

韮澤睦美

（研修・交流）

豊嶋吉鎮

（広報・学校茶道）

石川史嗣

（茶席）

齋藤夏湖

（会計）

総括幹事

酒井香織

上越委員会

委員長 小坂恵美

副委員長

白鳥三恵子

研修委員会

委員長 大山千晶

副委員長

赤坂祐二

交流委員会

委員長 磯部寛子

副委員長

鈴木利恵子

広報委員会

委員長 曽我み歩

副委員長

木伏真由美

学校茶道委員会

委員長 高橋恭子

副委員長

加藤美保

幹事

永井萌子（会計） 熊倉寛子（会計）

大島摂子 吉村真淑

新保季巳江 島田裕介

山子文孝 廣川夏子

２ 平成２９年（２０１７年）３月２６日
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青年部を卒業して（１）
平成28年度にご卒業されました６名の青年部会員から、平成28年度交流委員会副委員長 渡辺元子さん、平成28年度研修委員

会副委員長 常木雅子さんより青年部活動を振り返っていただきました。

があり良い思い出です。

また物作り体験で製作した茶杓、茶碗、古帛紗などは不

器用な私の作品らしいのですが、手に取ると製作している

時が思い出されとても愛着があります。

青年部活動をとおして多くの人と交流し、いろんな経験

ができたことに感謝申し上げます。これからもどうぞ宜し

くお願いします。

平成28年度交流委員会副委員長 渡辺 元子（佐伯宗由社中） 平成28年度研修委員会副委員長 常木 雅子（田中宗睦社中）

10年の青年部在籍期間、いろいろな

行事で茶道に関わる体験ができました。

その度に皆様にはお世話になりまして、

大変有り難うございます。

テーマ、室礼、道具組みを部員の皆

様と相談して一から作り上げる青年部

茶会は、生みの苦しさと楽しさ、そし

て当日力を合わせて茶会を行う充実感

第30期リーダーシップ・トレーナー研修（Ｌ・Ｔ研修）報告
淡交会総本部主催の第30期リーダーシップ・トレーナー研修（L・T研修）に、大山千晶さんがご裁可をいただき参加されることになり

ました。期間は、平成29年1月～12月までとなります。第1回研修会のご報告をいただきました。（2/4-5）

リーダシップ・トレーナー研修（Ｌ・Ｔ研修）とは？

昭和63年にスタートしたこの制度は、淡交会青年部の中心

的な役割を果たす人材の養成を目的としています。出向員

は全国の青年部会員の中から選抜され、年間 6回にわたり

宗家・総本部に出向して、茶道と茶道精神ならびに青年部の

在り方について研修を受けます。

（裏千家淡交会青年部ホームページより）

2月4日～5日、Ｌ・Ｔ出向員第1回研修に参加させていた

だきました。2月の京都とは思えない程の暖かな日に開講

式を迎えることができ、幸先の良いスタートとなりました。

。開講式ではお家元

より「この研修が30期

を迎え、今期27人全員

がここに集まることが

できたことは奇跡です。

この、一期一会の出会

いを大切にしてくださ

い。たくさんの期待を

背負ってここに来てい

ると思いますが、その

荷物を下ろして、頭を

空っぽにしてたくさん

のことを吸収していっ

てください」と励まし

のお言葉をいただきま

した。その後、関根淡交会副理事長よりお家元指導方針に

ついて、「組織には指導方針があり、それを受けて具体的

な活動があり、成果があります。指導方針をしっかり読み、

全ての人が喜びあえる成果となるように活動を行ってくだ

さい。伝統は継ぐ人がいなければ成り立たちません。皆さ

んには、誰かに伝える人になってほしいと思います。」と、

御講義をいただきました。

翌日は大徳寺を拝観した後、自己紹介とこの研修に参加

するにあたっての抱負をテーマに、三分間スピーチを行い

ました。

直接、お家元や副理事長のお話を拝聴できる貴重な機会

を得ることができ、このＬ・Ｔ出向員研修に参加すること

ができたことは、本当にありがたいことなのだと実感いた

しました。
出向員志望するにあたり背

中を押してくださった先輩、

励ましてくれた仲間達の存在

に、感謝の気持ちでいっぱい

になった二日間でした。学ん

だことを新潟青年部に還元で

きるよう、一回一回の研修を

大切に精一杯取り組んでいき

たいと思います。

終わってみればあっという間の青年

部活動でした。最初の頃は訳もわか

らず、その後はまだ先が長いからと、

あまり参加していませんでした。役員

をさせて頂いてからはさすがに参加す

るようになっていきましたが、卒業間

近になり参加出来る時は意外に限られ

ている事に気付き、慌てて積極的に活

動し始めました。

皆さんには色々な行事に参加して頂きたいと思います。青

年部だからこその特典もありますし、新しい発見・出会いも

あります。

最初の一歩はドキドキかもしれませんが、参加すれば誰か

が声をかけてくれます。楽しい事ばかりではありませんが、

それもまた貴重な経験です。大いに青年部活動を楽しんで下

さい。私は先輩や皆さんのお陰で楽しく活動させて頂きまし

た。大変お世話になりありがとうございました。

最後に青年部の益々のご活躍をお祈り致します。

平成２９年（２０１７年）３月２６日 ３

※大山千晶さん（写真：2列目右より2番目）

『第30期Ｌ・Ｔ出向員第1回研修報告』
大山 千晶（片山宗雪社中）



編集：新潟青年部広報委員会

青年部入会案内

1.50歳までの裏千家茶道愛好者であれば茶道の許状・

資格の有無を問いません。

※淡交会の正副支部長・支部顧問・終身正会員

以上の教授者・学校茶道指導者いずれかの推

薦を得てください。

2.年会費は3,000円です。（25歳以下は、1,000円）

※申込先：青年部会員 または inf.tns@gmail.com
※今期募集期間：５月３１日締切

誌名『にじりぐち』について

この度、機関誌名を「にじりぐち」といたしました。これは、

新潟青年部発足当時の機関誌名です。

現在新潟青年部は上越、とき、あさひが1つとなり活動して

います。原点回帰の意味を込めて変更いたしました。

～新潟支部青年部発会一周年記念号より（抜粋）～

「にじりぐち」の名附親は上越の山口仁君である。
柳本宗閑記

にじりぐち 第１号

平成29年度行事予定 ※開催日、内容が変更になる場合があります

2月 19日（日） 新潟青年部新年総会

4月 30日（日） ラ・フォル・ジュルネ 呈茶
新潟市中央区（りゅーとぴあ新潟市芸術文化会館）

5月 下旬 研修委員会行事（予定）

6月 4日（日） 交流委員会行事（主催：国際ソロプチミスト新潟-西）
『日本文化を楽しむ会』

18（日） 上越淡交茶会 青年部席 上越市高田 高田別院

23日（金）～26日（月） 北陸信越ブロック：国際交流事業 in 台湾

7月 2日（日） 新潟チャリティ茶会 新潟市中央区 伊勢丹（丹庵）

下旬 上越委員会行事（予定）

8月 27日（日） 青年部茶会 新潟市中央区 燕喜館

9月 3日（日） 上越チャリティ茶会 上越市 雁木通りプラザ

9月 下旬 研修委員会行事（予定）

10月 中～下旬 交流委員会行事『こども茶道教室』（予定）

11月 11日（土），12日（日） 第50回北陸信越ブロック会員大会（福井県勝山市）

■次回号よりe-mailへ送付をご希望の方は、データ送付を希望するe-mailを下記までへお送りください。

＜新潟青年部＞ inf.tns@gmail.com QRコードでもアクセス可能です→
注1）パソコンやスマートフォンなど、PDFファイルの受信可能なe-mailをお知らせください。
注2）e-mailをご希望された方には、紙媒体での送付は行いません。

なお、「にじりぐち」は北陸信越ブロックのホームページからも閲覧できます。
＜北陸信越ブロックホームページ＞ http://www.hokurikushinetsu-seinenbu.org/index.html

ブロック関連報告

新潟青年部は、北陸信越ブロックに所属しています。ブロッ
クの役員や行事について、毎回ご紹介いたします。

ブロック平成29年度テーマ

『つないでいこう！未来へ～青年部らしさと心を～』

ブロック会計 齋藤夏湖さん
ブロック協議会委員 池田 誠さん、豊嶋吉鎮さん

ブロック会員大会（福井県勝山市） H29.11/11（土）～12（日）

北信越ブロック10青年部の均衡と青年部会員の融和を図ること

を目的に開催しています。今年は50回記念として、坐忘斎御家

元がご来臨されます。参加募集は始まっていませんが、青年部

会員であればどなたでも参加できます！交通手段など調整中で

すが、詳細が決まり次第、お知らせいたします。ぜひ、一歩前

向きに参加してみませんか？ブロック会員大会って何？どんな

ことをするの？など、疑問に思っていることがありましたら、

青年部e-mailへご連絡ください！

皆さまのご参加をお待ちしております。

国際交流事業 in 台湾 H29.6/23（金）～26（月）

昭和43（1968）年7月の北陸信越ブロック協議会結成から、平

成30（2018）年に50周年を迎え、またブロック会員大会は50回

を迎えることから、記念行事として開催されます。新潟青年部

からは3名が参加予定です。

第8期ブロック研修チーム（H29.1-H30.12）

豊嶋吉鎮さん（片山宗雪社中）、酒井香織さん（川合宗真社中）

吉村真淑さん（片山宗雪社中）、小坂恵美さん（有澤宗香社中）

新入会員紹介（１）
今年度も多くの新入会員をお迎えしております。
これから行事などでご一緒する仲間です。皆さま、よろしくお
願いいたします。

藤田 憲子 さん（片山宗雪社中） 茶歴2年

茶歴も浅く不心得ながら、皆さんとご一緒できる機会

を得て感謝しています。

椎谷 浩子 さん（片山宗雪社中） 茶歴1年

青年部でたくさんの経験をしたいと思っています。

お菓子は水無月が好きです。

平成29年度新入会員11名（3月15日現在）

佐藤 麻希 さん（片山宗雪社中） 茶歴1年9ヶ月

お茶を始めて日が浅いので、青年部の活動を通して知

識や経験を増やしていきたいと思います。

齋藤 みほ さん（片山宗雪社中） 茶歴7年

お茶を通して色々な方とお話し、楽しい時間を過ごせ

ればと思っています。

植木 瑛 さん（片山宗雪社中） 茶歴1年

10年間サッカーをしていました。インドアは不慣れで

すが、早く一人前のお点前ができるよう頑張ります。

五十嵐 穣 さん（五十嵐宗看社中） 茶歴7年

しばらくお稽古などから離れていましたが、一服のお

茶を美味しく飲んでもらえるように意識して取り組ん

で参ります。

ブロック研修チームとは・・・？

・将来の北陸信越ブロック及び青年部の中心的な役割を果たす人

材育成を目的として実施。

・本プログラムがきっかけとなり各青年部の次代を担うリーダー及

びリーダーを支える人材の発掘、育成を目指す。

（北陸信越ブロックホームページより）

４ 平成２９年（２０１７年）３月２６日


